
　回遊型観光コースや文化体験型観光メニューの開発などによって、施策の目的に沿った事業が行われて
いると評価できる。印刷物だけでなく民間サイトとの連携でＳＮＳ対応も行われているが、今後ますます重要
になるであろう。
　新しい観光コース等の開発・提供が本施策の重点事業であるが、それをどのように観光客にＰＲするのか
という視点も重要であり、それぞれの試みが観光客にどのように利用され、満足を得ているのかの実態把
握も必要とされるであろう。
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　回遊型観光コースの提供については、平成２８年度に観光マップ「ぶらり台東シリーズ」を新シリーズ「東京
下町さんぽ」へリニューアルして、２８年度末までに６コースを発行し、行政計画事業の目標を達成してい
る。また、都内や近郊のホテル・コンシェルジュを対象に、ものづくり文化や芸能文化、生活文化などが体験
できる文化体験ツアーを実施し、宿泊客へ「本物に会えるまち台東区」の魅力が感じられる文化体験型観光
メニューを提供できるようにするなど、特色ある豊富な観光資源を活用した多彩な観光メニューを開発して
いる。
　施策の指標である来訪者のリピート率は、８３.３％とわずかながら増加し、同様に来訪者の区内平均滞在
時間が３時間以上の割合は５３.０％で、目標の６０％に向けて順調に増加しており、ニーズを捉えた観光メ
ニューの開発や、リピーターの確保及び回遊の促進による地域の活性化に着実に取り組んでいる。
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ＩＣＴを活用した観光客誘致
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● 台東区が有する観光資源を活かし、豊富な観光メニューを提供することで、何度も訪れたくなる観光地として、多くのリピー
　　ターを惹きつけています。
● 特色ある台東区の魅力を活かした多彩な観光ルートの開発により、観光客の回遊が一層促進され、地域の活性化が図ら
　　れています。
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主な取り組み

＊施策を構成する行政計画事業の進捗は、裏面「行政計画事業」を参照。

① 多彩な観光メニューの開発

何度も訪れたくなる仕組みづくり
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